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Who am I ?（創世記12:1-3）
　2015年に入って、私たちが神様が備えられた本物の祝福を自分のものとして体験するために一番大切なのは、この世を生きていく中でどのようにこの世を見るかにかかっています。神様の目でこの世を見るようになれば、なぜ私たちが今この時代を生きて召されているのかの答えも明確にありますので、方向がはっきりと決まって、そこに神様の答えが豊かに現れるようになるということです。神様の目でこの世を見ると、この世の中はどんなところでしょうか。世の中は皆が幸せになりたいと必死に頑張っているにもかかわらず、解決不可能な苦しみの中にいるのがこの世です。それで皆、ときにはパニックになり、また疲れるしかありません。重荷を背負って歩くしかありません。そして、外から見ると豊かになると思われるでしょうが、絶えず災いに遭うところがこの世です。その豊かさは襲いかかってくる小さいものであれ、大きいものであれ、個人的なものであれ、あるいは社会的なものであれ、災いに何の役にも立たないものです。それが今私たちが生きているこの世というところです。また、本当に輝かしい発展を遂げることは間違いありませんが、裏でその発展とは矛盾しているかのように崩れ落ちるところがこの世です。崩壊して行くところがこの世です。
　今週1週間、皆さんがメッセージを握って過ごしていたとすれば、崩れ落ちていく音がだいぶ聞こえてきたはずです。どれほど聞いたでしょうか。私はたくさん聞きました。ニュースを見ながら、人とお話をしながら、たくさん見ました。Googleで、ただの眼鏡ではなく、顔にかけるとレンズに画面が映るようになっているものがあります。Google Glassと言います。手術をするときにも、それを使うとものすごくやりやすいし、いろいろな場面でそれが活躍し、日本でもより優れたものを開発していろいろなところで使っているというニュースを見ました。その発展ぶりは驚くべき内容だと思います。それと℃同時に、次のニュースは、小学6年生が体を切られて発見されたというニュースで、また、お巡りさんが子どもを誘拐しようとして逮捕されたニュースが続いて報道されるようになりました。それがこの世です。皆さんは無心で聞き流していたかもしれません。でも、そこで聞かなければなりません。発展があるにもかかわらず、この世は希望がない。キリストの他にはこの世に希望はありませんという神様の御声が聞こえないのでしょうか。それでこの世を神の目で本当に見た人はキリストだけが希望だ、キリストの他にこの世の希望はないという結論にたどり着くようになります。そして、そのキリストが世に照らされて宣べ伝えられる祝福の仕事をクリスチャンの私たちに神様が任せていらっしゃるのです。なんと素晴らしい祝福なのでしょうか。

そこで、私たちにこのような疑問がわき起こるかもしれません。話は分かりました。しかし、果たして私にそれができるのでしょうか。教会がそのことをしっかり全うできるのでしょうか。この世はどこを見ても何を見てもキリストの他には希望がありません。間違いないのでしょうか。これを常に確認しなければなりません。それで子どもの教育のときにも、教育や子どもが勉強することによってこの世は変わるという勘違いの中で子どもを育ててはいけません。キリストを伝えるための方法として教育があります。それとこれとは話がまったく違うのではないでしょうか。クリスチャンの親の方々が、そのような方向性を持って祈っていかないといけないでしょう。本当にキリストの他に希望がないことに間違いないのでしょうか。その仕事がありがたいことに、また光栄なことに、私たちクリスチャンに任されるようになりました。しかし、皆さん、素直に質問してみてください。よいことなのですが、果たしてそれが自分にできるか。自分で其れが可能なのか。そのことを確認して「そうです」と揺れることがないようにはっきりと「その通りです」と答えるようにならないといけません。今日のタイトルは英語です。日本語もあるのになぜ英語にしたのかというと、少しでも脳裏に残って覚えてもらえるかなと思って、その確認のために皆さんが真剣に質問しなければいけない内容がWho am I ?です。自分は誰なのか。皆さんは誰でしょうか。この滅びていくこの世、発展と教育と豊かさがあるにもかかわらず、希望のないこの世に希望を照らすことができるのでしょうか、皆さんを通してこの世は本当に変わると思って信じていらっしゃるのでしょうか。それが可能なのでしょうか。可能でなければあきらめるしかありません。しかし、それが十分、可能なことであり、そのような存在であることが間違いなければ、すべての言い訳を捨てて挑戦しなければなりません。皆さん以外には、この世の希望はありません。だから、ちっぽけなものに見えるのですが、私たちを集めて神様は祝福を与えられ、またそれが可能なすべての力を私たちに当たられるのです。それを自分のものとして味わうべきではないでしょうか。ぜひ、そのようなクリスチャンであっていただきたいと願います。

皆さんは、自分のことをどのように見ていらっしゃるのでしょうか。自分は誰なのでしょうか。それに対してまず、人間的な評価の基準を持って自分を見る場合があります。それがたぶん、今までの自分だったと思います。残念ながら、クリスチャンでありながらも、いまだにそのような評価基準を持って自分を見ている方が多いかもしれません。今日の聖書を見ると、神様がアブラハムを召されます。そのアブラハムが召されたときに、人間的にアブラハムをどのように評価すればよいのでしょうか。アブラハムは召されてまだ時間が経っていません。召されるときまではどんな存在だったのかというと、偶像崇拝をしながら、しかもそれを先頭に立って引っ張って行く偶像製造者でした。皆さんご存知のように、霊的な様々な問題を抱えていたでしょう。人には言えない様々な悩みや弱さなども抱えて、だいぶ悩んでいたと思います。いろいろな弱点ももちろんあったでしょう。よいことはほとんどなかったと思います。運命的に申し上げれば、滅びるしかない運命を抱えているままの状態でした。それで神様がそのようなアブラハムを召されて、アブラハムになんとおっしゃったでしょうか。だいぶ時間が経って整えられ、誰が見ても変わったなと思ったそのときにではなく、召された途端に、そういったすべてのことがアブラハム自分自身もそう思っているし、周りからもアブラハムを見たときにはそういう人間だと皆が評価するような材料をたくさん持っています。それにもかかわらず、一言も触れないで「あなたは祝福なのだ」とおっしゃったのです。

このことを今日、Who am I ?という質問を持って、ぜひ自分自身の答えとしてしっかりとキャッチしていただきたいと思います。大体、当たり前に人間的な評価の基準を持って自分自身を見てきたし、今も見ているかもしれません。その人間的な評価の基準というものは、まず私たちの過去があります。アブラハムも召されるまでの過去があったように、私たちには出身というものがあるでしょう。それは国、あるいは民族かもしれません。またどこかの家系、家庭という出身もあるでしょう。自分で選んで、自分の意志でそこに生まれたり、出身地を選んだわけではありません。生まれてみたらそこだったのです。ときには黒人として生まれる人も白人として生まれる人も、皆さんは、日本人として、あるいは韓国人として生まれました。生まれてみたら、その家庭環境などは自分の意志とは関係なく、もうすでにできているものなのです。それが評価する一つの基準になります。どこの出身なのか。貧しい家庭だった。裕福な家庭だった。親が優しい家庭で生まれて育った。あるいはものすごく変な親の元で大変な思いをしながら育ってきた。いろいろな過去があるでしょう。それを基準にして自分自身のことを見るようになります。そういうものなのだ。そういう存在だ。そこで成長の過程というものがありました。いろいろな経験をしながら、いろいろなことを学びながら、ときには傷ついたり傷つけたりというような成長の過程が人それぞれあります。それが私たちの過去です。それが基準になって、それを鏡にして自分自身を見るようになるしかありません。また、今に至るまでのいろいろな出来事、事件なども経験したかもしれません。その一つ一つが全部材料になります。評価の基準になります。それで私はこういう人間だと自分の意識の中にはっきりと思う場合もあるし、ほぼ無意識の中に全部入りこんでいて、自分はこういう人間だというイメージを持つようになります。私はこういうものなのだと。

そして、そのような過去を経て、今現在も人それぞれ外見がいろいろあります。それがまた評価の材料、基準になります。健康なのか病気なのか、体が丈夫なのか、あるいはものすごく弱々しい体の持ち主なのか。経済的に豊かなのか。あるいは貧乏なのか。社会的な地位が上なのか下なのか。学歴がどこまでなのか。頭がどれほどよいか悪いかなど。また、人に認められる存在なのか、あるいは人に無視されるという違いがあるかもしれません。それから、人間的に教養のある人、礼儀正しい場合もあるし、それが欠けているということもあります。その他にもいろいろあるでしょうが、自分自身をこういうものだ、こういう存在なのだという評価する一つの基準になります。それに基づいて、これからの未来があるでしょう。アブラハムにもそういうものがありました。

そのようなことを通して形成されてしまった、自分がそのようにつくろうという意思を持ってそうなったわけではありません。自然にそう言った様々な評価の基準、材料などを持って形成されてしまった自分というものがあります。それをセルフイメージと言います。意識しているかどうかは関係ありません。その自分が生きるのです。野望を持つのも、そのセルフイメージから生まれるものです。あきらめて落ち込んでしまうのもそのセルフイメージからそうなるのです。挑戦することもそのセルフイメージからです。ついつい何もかも長続きしないであきらめてしまう、それもそのセルフイメージからなのです。夫婦の間で喧嘩ばかりするのも、このセルフイメージが発端となってそうなるしかないのです。自分はこういうものなのだ。嘘ではないかもしれません。でも、そこに嘘が入っているかもしれないし、勘違いが入っているかもしれません。アブラハムを見たときに、先ほども申し上げましたように、あなたの生まれ故郷と言われるところから、偶像崇拝にまみれて偶像を作る家庭環境の中で、社会そのものもすべてが偶像の文化の中で生まれて、それが当たり前に生活をしていて自分もわけのわからない様々な霊的な不思議ないろいろな問題を抱えて疑問を持って悩みつつ、それをどうにかしようと暴れながら作り上げられた人格というものがあるでしょう。それがアブラハムです。アブラハムは神様に召されるそのときまで自分自身も周りからも、今申し上げました材料を持って見られて、また自分もそう思っていたと思います。それが人間的な評価の基準を持って自分自身を見たときのお話です。しかし、先ほども申し上げましように、神様はそのアブラハムを召された途端に、人間的な評価、それによって形成されましたセルフイメージなどをラップに完璧に包んでゴミ箱に全部捨てます。一言も触れません。不思議ではないでしょうか。つまり、神様の評価は違うのです。神様がご覧になったときにどのように評価しているのかというと、神様の評価の材料はひとつしかありません。どんな過去を持っているのか、今現在どんな評価の材料を持っているのか、それは全部神様にとってはラップに包んでゴミ箱に捨てるようなものでしかありません。相手になりません。神様がアブラハムを評価し、また、私たちを評価する基準が、「これから私があなたに示す地へ行きなさい」とするとおっしゃったのです。その示す地はカナンの地でしょう。分かりやすく申し上げると、イエス・キリストのことです。つまり、過去がどうであれ、今現在どういう状況、条件であれ、それがアブラハムではありません。神の目にはカナンの地を通して、つまり、キリストだけが判断材料になって、キリストを通してアブラハムをご覧になっています。それが神様の評価です。それでアブラハムは召された途端、今現在、外見が何も変わっていません。それから、まだ生まれ故郷にそのまま住んでいる状態です。今までの意識がぐるっと一気に変わったわけでもありません。内側に教養がいっぺんに豊かになったのでもありません。しかし、神様は何も問わずにあなたは祝福なのだとおっしゃっています。何を基準にして何を見て何を根拠におっしゃっているのでしょうか。たぶん、アブラハムもこの話の意味が、最初、よく分かっていなかったと思います。「何をおっしゃっているのですか。私はこんなものですよ。今までこれをやっていました。今もこんなものです。私には精神的な問題もあります。どうにもならない悪い習慣も持っているままです。何をおっしゃっているのですか」という反応をしていたかもしれません。しかし、神様はそのようなことは一切触れないで「あなたは祝福だ」とおっしゃいました。
なぜでしょうか。神様がアブラハムを、私たちを見たときは、キリストを通してご覧になるのです。判断材料はキリストなのです。キリストがあるかないかだけです。それだけです。外見がどうであれ、それで神様が評価するわけではありません。あなたは祝福だ。他の聖書箇所を見ると、祝福の基と書いてあります。何の根拠があってでしょうか。アブラハムの過去を見ても、そう言えるような材料はありません。今現在のアブラハムの人間性や、今の状況、条件、状態などを見ても、そう言えるような材料は何一つ見当たりません。神様は勘違いをしていたのでしょうか。あなたは祝福であり、祝福の基なのだと。神様の評価の基準は過去がどうであれ、現在どんな弱さと問題を抱えていたとしても、キリストを信じる者は、キリストを持っている者は、そのキリストのゆえに以前のものは過ぎ去り、すべてが新しくなっていると見ていらっしゃいます。誰でもキリスト、イエスのうちになるものは、古いものは過ぎ去って、つまり、人間的な評価の基準によって作り上げられたセルフイメージ、自分の評価などは以前のものであり、すべてが新しくなっている、全く新しいものに見ていらっしゃるのです。それが神様の評価です。ガラテヤ2:20にも、キリスト、イエスを基準にしてみると、人間的にはだめな人間であっても、そのダメな人間はイエスの十字架とともに死んで、もう消えてなくなり、新しいものがそこにいます。その本人がそれを正しく受け入れるかどうかの信仰の課題が残っているだけです。自分を変えようとしないで、神様がキリスト、イエスを信じる皆さんをどのように評価して何とおっしゃっているのかに耳を傾けてください。中々信じられないでしょうが、これが本当であり、これが現実です。ローマの手紙8:2を見ると、キリストを通してご覧になりますので、どんな過去を持っていて、どんな弱い人間であっても、どんな問題を抱えていても関係ありません。そう言ったものは一切問題にならないように、死と罪の原理から完璧に解放されている者に見えるのです。それが神様の評価です。
それだけではありません。つまり、以前のセルフイメージというものは全部消さないといけません。全部壊さないといけません。自分の脳細胞、心の中で全部壊れないといけません。神様は「あなたはそういう人間ではない。あなたはあなたが思っているような存在ではない。キリスト、イエスのゆえに、あなたが認めないし、中々、信じられないでしょうが本当です。あなたはあなたの内側に聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのか」とおっしゃっています。神様が皆さんをご覧になるときは、アブラハムを見たのと同じように、自分は自分でこういう人間、ああいう人間といろいろ思うでしょうが、それは全部ゴミ箱に投げ捨てて、あなたは神の神殿なのだよ。神の目には、神の神殿、聖なるものに映るのです。誰がでしょうか。向こうの教会の人でしょうか。「神様。何をおっしゃっているのですか。私にそのように言われるような筋合い、資格などありません」と言っているのは自分の勝手であって、神様はそのようにおっしゃっていません。キリスト、イエスだけを評価の基準にするので、どんな人間でもキリスト、イエスを信じていると、あなたは神の神殿だ。きれいなもの、聖なるものに見えるのです。イエス・キリストを受け入れた者は、神の子どもとなる特権が与えられる。あなたは私の子どもだ。神の子の見えるのです。そのようにしか評価しません。自分の基準で、自分のレベルで、そのような資格があるないというのは皆さんの都合であって、神様はそのようにおっしゃっていません。皆さんが何と思っていようが関係なく、キリスト、イエスのゆえに、人間的な表現で申し上げると、神様は仕方がなく、皆さんを神殿だと、神の子どもだとおっしゃっています。エペソ2:19には、あなたがたはもはや外人ではなくて神の家族だとおっしゃっています。そういう存在です。神様がいつまでもともにおられます。その神に守られ、神様の力が皆さんの力となって、イエス・キリストの権威が皆さんの権威となって、天の御国が保証されるすばらしい輝くいのちある者として神の目には映ります。皆さんが過ちを犯しているそのときでも、神の目には仕方がなくそのように映るのです。ただ神様は「あの子はまだ分かっていないのだね」と心を痛めていらっしゃるだけであって、映ることが変わることはありません。キリスト、イエスだけが評価の基準です。それが神様の評価です。見ていてください。アブラハムを召された途端にすぐさま、「あなたは祝福であり、祝福の基であり、あなたによってすべての民族がこれから祝福される」とおっしゃいます。話になるでしょうか。先ほどまで偶像を作っていたものです。今もわけのわからない状態です。ただ一つの理由で、キリストのために召されたから。
旧約のゼパニヤ3:17を見ると、そういうことで、私たちは全くそう思っていないでしょうが、思わないことが実は私たちの損なのです。神様はいつもそのように見ていらっしゃいます。私の目に尊い者であって、私たちを見ると、神様は心から喜んで踊り出すと言われています。そういう存在です。そのように神様には見えるのです。皆さんが少し過ちを犯したり、ちょっと足りないところがあったり、問題があったりすると、神様は全くその通りには見てくれないでしょうと勝手に思うでしょうが、神様はずっと見ています。仕方がなく、キリストに塞がれています。そのように見るしかありません。それが神様が皆さんを見ていらっしゃることなのです。皆さんのことを見て、いつでも喜んでください。別の言葉で言うと、どうしてイエス・キリストを信じる奇跡の主人公になったのかということです。奇跡です。

そのように私たちはつくり変えられ、また実際に神様はそのように見ていらっしゃるので、私たちに対してこのようにおっしゃっています。あなたがたは世の光だと。この世になくてはいけない、絶対に必要な存在であり、あなたによってこの世は変わる。Ⅰペテロ2:9にも、私たちのことをイエス様にしか使わない単語を使って王である祭司と言っています。皆さん、正直に考えると、それが皆さんに当てはまると思いますか。どこを見てそのように言われるのでしょうか。キリストだけが基準です。それが神様の基準です。それで最後の最後におっしゃいました。使徒1:8、エルサレムから地の果てにまで、イエスの証人となると。そのように見ていらっしゃるのです。私たちはそのような存在なのです。サタンは一番最初のアダムの時から、神様のおっしゃることより自分の思い、言葉に縛られるように働きかけるものです。皆さんに対しても、神様は今皆さんのことをこのようにおっしゃっているのに、でも、私たちは人間的な評価の基準を持って作り上げられたセルフイメージのとおりに「でも、私はこういうものです」と自分の声が先走ってしまいます。よく考えてみると、それがサタンの好都合なのです。サタンは時には、怖い姿で現れたりというときもあるでしょうが、サタンの一番の働きは神様がおっしゃることを無視して、自分の声に従うようにするのがサタンの働きです。Who am I？皆さん、自分は誰なのでしょうか。人間的な評価の基準によって形成されたものが皆さんでしょうか。今でもそれが私だと思っているのでしょうか。そのセルフイメージに捕らわれて生きているのではないでしょうか。神様は皆さんのことをそのように評価していらっしゃいません。一言で申し上げると、私たちは幸いなものです。自分自身を評価する。人間的な様々な条件を全部ラップに包んで、しかも漏れない丈夫なラップに完璧に包んでゴミ箱に捨ててください。イエス様のお墓の中に全部入れてください。それは皆さんではありません。もはや十字架とともに死んでしまいました。神様が皆さんに対しておっしゃること、それに耳を澄まして耳を傾けてください。私は神の子、神の神殿であり、神の家族、ファミリーであり、神に喜ばれるものであり、神がいつまでもともにおられ、神の栄光を十分に現すことができる、そのすべての祝福を持ってこの世に光を照らすことができる者です。残っているのはひとつしかありません。信じるか信じないかだけです。でも、信じることに何が邪魔するのでしょうか。今までのセルフイメージがまた邪魔するでしょう。それがサタンの働きです。「キリスト、イエスの御名によって、間違っているセルフイメージをもって私をだまそうとしている悪霊の力は退け」と言ってください。「私は違う」と。「おまえ、昨日もそうだったし、今もそんな弱さを抱えて、そんな汚いものを持っていて」とまた騙そうとしています。そのときでも「いや関係あらへんね。キリスト、神様は私のことを喜んでいらっしゃる」と言ってください。仕方がなく、キリストのゆえに神様は喜ぶしかありません。それが神様の約束だからです。私は神の子どもであってそれに変わりはありません。どんなミスを犯しても変わりはありません。私は聖なるもの、私はきれいなものです。過去の私はもう死にました。それを何百回でも繰り返して告白しないといけません。
それで、結局は、皆さんがこの崩れていく滅びの世を本当に助けるためには、Who am I？に対して、今まで持っていた自分自身のセルフイメージ、家庭、親、周りによって作り上げられたそのセルフイメージを全部壊してチェンジしないといけません。セルフイメージのチェンジです。どのようにでしょうか。私は宇宙で最高に幸せなものだ。そして、私は宇宙において最高に美しい存在だ。これが皆さんのことです。だから、私はこの世に絶対に必要な、この世が必要としている存在であり、この世を助けることに十分な人であり、この世を変えるための十分な条件を所有している者、これが皆さんです。この内容を全部一言でまとめると、伝道者というのです。だから、皆さんは、Who am I？という質問に対して、皆さんのセルフイメージは伝道者でなければいけません。神様はそのように召されました。また、そのようにつくり変えられました。信じるだけです。私はこんな傷があって、私は学歴がない者です。私は顔がブスです。それらは全部ゴミ箱に投げ捨てて、皆さんのセルフイメージをチェンジしなければいけません。キリストによって神様は、私のことを見るとき、「あなたは美しい者だ。あなたは伝道者だ。あなたは世に絶対に必要な貴重な存在だ。あなたがいなければいけません。その職場に、その学校に、あなたがいなければいけません。あなたより幸せなものはいない。あなたは伝道者だ」と見ています。

メッセージを聞きました。神様が私たちにメッセージを与える理由は何でしょうか。これを成就させて、皆さんにそのメッセージどおりの祝福を与えられ、メッセージどおりに答えるためにメッセージを与えます。今日、メッセージをいただきました。Who am I？僕は何が何でも関係なく伝道者だ。美しい幸せな伝道者だ。十分なすべてを持っている伝道者だ。信じてください。それでは、来週はどんな週でしょうか。来週1週間、いろいろなイベントがあります。来週は、今週のこのメッセージが成就するために備えられた時間です。そのように見てください。来週にある様々なスケジュールは、今週のこのメッセージの答えが現れるためのスケジュールなのです。学生が勉強するのでしょうか。なぜ来週、勉強するのでしょうか。世界福音化のための、それから、今週1週間のメッセージが成就するための勉強なのです。だから、来週1週間も希望あふれる、楽しみにする1週間なのです。クリスチャンは毎日が楽しみではなければいけません。その成就するためのメッセージをいただきました。メッセージをそのように握ってください。
そうならば、今週1週間はたぶん、皆さんが勉強しながら、仕事をしながら、人との出会い、いろいろなイベントを通して、このような答えを神様が用意していらっしゃいます。今までの過去のセルフイメージが全部壊れる祝福が用意されています。それを祈ってください。そういう祝福のために、今週このメッセージが与えられました。それから、神様が私たちにおっしゃいました、作り上げました伝道者としてのセルフイメージが固められる1週間になります。その通りに祈ればよいです。神様はそのように祝福するためにメッセージを与えられたからです。つまり、自分は本当に伝道者なのだという揺れない確信を持つようになるために来週1週間が用意されています。ずっとそれを祈ってください。勉強するときにも、どこかに行くときにも過去のセルフイメージが全部壊れて、新しい伝道者というセルフイメージ、つまり、私を通して必ず伝道になるという確信を持つ時にしてください。勉強を通して。仕事を通して。難しくありませんね。

それから、それが本当であれば、神様は来週1週間、皆さんの周辺の人々を今までの見方ではなく、皆さんが「Who am I？私は伝道者」であれば、その周辺の人々を今までどおりではなく、伝道の対象者として見るようにしてくださるでしょう。それが神様の答えです。それを祈ればよいのです。その答えが用意されているのですから。伝道の対象者として見て、そのようにノートに整理し名簿を作るようにしてください。言われたからやるというのもあるでしょうが、今週のメッセージを通して神様は、来週1週間、用意していらっしゃるのです。信じればよいのです。このみことばは成就するものです。確信とともにそこまで整理できれば、一つだけ、少しだけでも神様に思いを寄せてください。集中という言葉を使いますが、少しだけでも神様に思いを寄せてください。思いを寄せる方法は何かというと、このみことばを1週間、ずっとできるだけ思い出すように黙想することです。難しくありません。それで今申し上げましたとおりの祈りをずっとすればよいのです。だから、今日、整理をして、明日学校に行くと、学校に行った時にこの通りに「神様、過去のセルフイメージが壊れて、自分で自分のことを考えたことは全部殺されて、神様がおっしゃっている自分のイメージがはっきりと固まるようなときにしてください」と勉強しながらも祈ればよいでしょう。そうすると何事でも思い出すでしょう。それが神様に思いを寄せることなのです。それをちょっとだけそうするのに本当にWho am I？が実際に体験できるようになります。伝道者としての体験ができるようになります。ぜひやってみてください。これが結論です。結論というのは、1週間の祈りの課題であり、また神様が答えられる祝福の内容です。メッセージがその通りであれば。そのような姿勢を持ってメッセージを聞いていただきたいと思います。

最後に言いましょうか。Who am I？伝道者。何を根拠に言うのかとサタンがまたつけ込みます。伝道したことがあるのか。今、信じたばかりでしょう。子どもに問題があるでしょう。あなたの汚い性格はそのままでしょう。体が弱いでしょう。障害を抱えているでしょう。いろいろな問題があるでしょう。そのときです。その声をカットして、神の声だけを信用してください。それを信仰と言います。戦いです。全部、カットしてください。それを何回も何回も繰り返しやってください。ゴミ箱にラップで包んで、十字架の血潮が濡れているラップで包んでゴミ箱に全部捨ててください。その度、その度、「私は神の子。私は伝道者だ」と告白してください。
最後にもう一回、聞きましょうか。Who am I？伝道者。声が小さいです。また、心からの確信に満ち溢れる返事ではありません。神様がそうおっしゃっているのです。私たちは神様より自分がいつも神なのです。神様はそうおっしゃっているのに「でも」と言います。自分が神でしょうか。皆さんが神様より強いのでしょうか。神様の声に聞き従うようにしましょう。神様はおっしゃっています。Who am I？伝道者。

 (祈り)

　愛する天の父なる神様。この世はキリストでなければ希望がないのに、キリストを伝えることができる唯一の存在、私たちクリスチャンが自分が誰なのか、本当に何ものにも引っかからず伝道者であるという確信が持てないので進まないという残念なことを考えながら今日のメッセージを聞きました。神様はひとりひとりにこのメッセージをもって、自分は神様の評価に従ってセルフイメージを伝道者として完璧に変えることができるように、この1週間、祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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